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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素がマトリクス状に配された表示部を備え、表示部の対角が３０インチ以上の
直視型の液晶表示装置であって、
　上記表示部の解像度が１００画素／インチ以上であり、
　上記複数の画素に第１～第４画素が含まれ、
　第１～第４画素のうち、２つはともに、赤色のサブ画素と、緑色のサブ画素とで構成さ
れたＲＧ型であり、残りの２つはともに、青色のサブ画素と、緑色または黄色もしくは白
色のサブ画素とで構成されたＢＨ型であり、
　走査方向を列方向、走査信号線の伸びる方向を行方向として、
　第１および第２画素が列方向に隣接し、第３および第４画素が列方向に隣接し、第１お
よび第３画素が行方向に隣接し、第２および第４画素が行方向に隣接し、
　各画素列では、ＲＧ型の画素とＢＨ型の画素とが、１画素ごとあるいは２画素ごとに交
互に配され、
　各画素行では、ＲＧ型の画素とＢＨ型の画素とが１画素ごとに交互に配されている液晶
表示装置。
【請求項２】
　第１～第４画素それぞれにおいて２つのサブ画素が行方向に並べられている請求項１記
載の液晶表示装置。
【請求項３】
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　第５～第８画素を含み、第５～第８画素それぞれにおいて２つのサブ画素が行方向に並
び、
　上記２つの画素列の一方に、第１および第２画素並びに第５および第６画素が連続して
並べられ、他方に、第３および第４画素並びに第７および第８画素が連続して並べられ、
第５および第７画素が行方向に隣接し、第６および第８画素が行方向に隣接している請求
項２記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　第１画素に含まれる赤色のサブ画素と、第２画素に含まれる赤色のサブ画素とが列方向
に隣接し、第５画素に含まれる青色のサブ画素と、第６画素に含まれる青色のサブ画素と
が列方向に隣接する請求項３記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　第２画素の緑色のサブ画素と、第５画素の緑色または黄色のサブ画素とが互いに斜め向
かいに配されている請求項４記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　第２画素の緑色のサブ画素と、第５画素の緑色または黄色のサブ画素とが列方向に隣接
する請求項４記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　第１および第３画素が第１走査信号線に接続され、第２および第４画素が第２走査信号
線に接続され、第１および第２走査信号線が同時に選択される請求項４記載の液晶表示装
置。
【請求項８】
　第１画素の緑色のサブ画素と、第２画素の緑色または黄色のサブ画素とが互いに斜め向
かいとなるように配されている請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　第１～第４画素においては、緑色または黄色のサブ画素と、赤色または青色のサブ画素
とが同面積である請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　赤色のＬＥＤおよび青色のＬＥＤ並びに緑色のＬＥＤを含む直下型のバックライトを備
え、
　上記バックライトは、緑色の輝度が、赤色および青色の輝度よりも低く設定されている
請求項９記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　各サブ画素の液晶層がマルチドメイン型の垂直配向モードである請求項１記載の液晶表
示装置。
【請求項１２】
　上記表示部は、走査方向の上流側となる第１領域と走査方向の下流側となる第２領域と
に２分され、第１領域に形成される複数のデータ信号線と、第２領域に形成される複数の
データ信号線とが分離されており、
　第１領域の走査と第２領域の走査とが並行して行われる請求項１記載の液晶表示装置。
　 
 
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　一般的な液晶表示装置は、１画素（ピクセル）が赤（Ｒ）、緑（Ｇ）および青（Ｂ）の
３つのサブピクセルで構成されるが、低消費電力化を目的として、１つの画素を、緑と赤
または青の２つのサブピクセルで構成する技術（ペンタイル画素構造）が提案され、小型
液晶表示装置に広く利用されている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】ＷＯ２００４／０２７５０３公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　液晶表示装置の大型高精細化が進んでいるが、表示部の対角が３０インチ以上で、表示
部（画面）の精細度が１００ｐｐｉ（１インチあたり１００ピクセル）以上になると、デ
ータ信号線を駆動するソースドライバの実装が困難になり、このような液晶表示装置の量
産化があやぶまれている。
【０００５】
　本発明の目的は、対角３０インチ以上、解像度１００ｐｐｉ以上の液晶表示装置の実現
を容易にすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本液晶表示装置は、複数の画素がマトリクス状に配された表示部を備え、表示部の対角
が３０インチ以上の直視型の液晶表示装置であって、上記表示部の解像度が１００画素／
インチ以上であり、上記複数の画素に第１～第４画素が含まれ、第１～第４画素の１つは
、赤色のサブ画素と、緑色のサブ画素とで構成されたＲＧ型であり、第１～第４画素の別
の１つは、青色のサブ画素と、緑色または黄色もしくは白色のサブ画素とで構成されたＢ
Ｈ型であることを特徴とする。
【０００７】
　本液晶表示装置は、表示部がＲＧ型の画素とＢＨ型の画素とを含むが、表示部の対角は
３０インチ以上であって通常のハイビジョンでの視聴距離は１ｍ以上となり、表示部の解
像度が１００ｐｐｉ以上であれば、人間の視覚能力では１画素を認識する（見分ける）こ
とは不可能である。また、多くの視聴者にとっては通常の視聴距離３Ｈ（垂直画面サイズ
の３倍）はおろか１Ｈ（垂直画面サイズと同距離）でも１画素を視認することは困難であ
る。そして、人間の認識能力が高いＧやＹのサブ画素が各画素に含まれることから、画質
をほとんど落とさずに画素数を減らすことができる。これにより、対角３０インチ以上、
解像度１００ｐｐｉ以上の液晶表示装置の実現を容易にすることができる。
【０００８】
　本液晶表示装置では、走査方向を列方向として、第１～第４画素それぞれにおいて２つ
のサブ画素が行方向に並び、隣接する２つの画素列の一方に第１および第２画素が連続し
て並べられ、他方に第３および第４画素が連続して並べられ、第１および第３画素が行方
向に隣接し、第２および第４画素が行方向に隣接する構成とすることもできる。
【０００９】
　本液晶表示装置では、第１および第２画素それぞれがＲＧ型であり、第３および第４画
素それぞれがＢＨ型である構成とすることもできる。
【００１０】
　本液晶表示装置では、第５～第８画素を含み、第５～第８画素それぞれにおいて２つの
サブ画素が行方向に並び、上記２つの画素列の一方に、第１および第２画素並びに第５お
よび第６画素が連続して並べられ、他方に、第３および第４画素並びに第７および第８画
素が連続して並べられ、第５および第７画素が行方向に隣接し、第６および第８画素が行
方向に隣接する構成とすることもできる。
【００１１】
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　本液晶表示装置では、第５および第６画素それぞれがＢＨ型であり、第７および第８画
素それぞれがＲＧ型である構成とすることもできる。
【００１２】
　本液晶表示装置では、第１画素に含まれる赤色のサブ画素と、第２画素に含まれる赤色
のサブ画素とが列方向に隣接し、第５画素に含まれる青色のサブ画素と、第６画素に含ま
れる青色のサブ画素とが列方向に隣接する構成とすることもできる。
【００１３】
　本液晶表示装置では、第２画素の緑色のサブ画素と、第５画素の緑色または黄色のサブ
画素とが互いに斜め向かいに配されている構成とすることもできる。
【００１４】
　本液晶表示装置では、第２画素の緑色のサブ画素と、第５画素の緑色または黄色のサブ
画素とが列方向に隣接する構成とすることもできる。
【００１５】
　本液晶表示装置では、第１および第３画素が第１走査信号線に接続され、第２および第
４画素が第２走査信号線に接続され、第１および第２走査信号線が同時に選択される構成
とすることもできる。この場合、第１～第４データ信号線がこの順に並べられ、第１画素
の赤色のサブ画素と第５画素の緑色のサブ画素とが第１データ信号線に接続され、第２画
素の赤色のサブ画素と第６画素の緑色のサブ画素とが第２データ信号線に接続され、第２
画素の緑色のサブ画素と第６画素の青色のサブ画素とが第３データ信号線に接続され、第
１画素の緑色のサブ画素と第５画素の青色のサブ画素とが第４データ信号線に接続される
構成とすることもできる。
【００１６】
　本液晶表示装置では、第１および第４画素それぞれがＲＧ型であり、第２および第３画
素それぞれがＢＨ型である構成とすることもできる。
【００１７】
　本液晶表示装置では、第１画素の緑色のサブ画素と、第２画素の緑色または黄色のサブ
画素とが互いに斜め向かいとなるように配されている構成とすることもできる。
【００１８】
　本液晶表示装置では、第１～第４画素においては、緑色または黄色のサブ画素と、赤色
または青色のサブ画素とが同面積である構成とすることもできる。
【００１９】
　本液晶表示装置では、直下型のバックライトを備え、このバックライトは、赤色のＬＥ
Ｄと、青色のＬＥＤと、緑色のＬＥＤとを備え、緑色の輝度は、赤色および青色の輝度よ
りも低く設定されている構成とすることもできる。
【００２０】
　本液晶表示装置では、各サブ画素の液晶層がマルチドメイン型の垂直配向モードである
構成とすることもできる。
【００２１】
　本液晶表示装置では、上記表示部は、走査方向の上流側となる第１領域と走査方向の下
流側となる第２領域とに２分され、第１領域に形成される複数のデータ信号線と、第２領
域に形成される複数のデータ信号線とが分離されており、第１領域の走査と第２領域の走
査とが並行して行われる構成とすることもできる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、対角３０インチ以上、解像度１００ｐｐｉ以上の液晶表示装置の実現
を容易にすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】実施例１の液晶表示装置の画素配列を示す模式図である。
【図２】実施例１の液晶表示装置の全体構成を示す模式図である。
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【図３】実施例１の駆動方法（上下分割駆動）を示す模式図である。
【図４】実施例１の液晶表示装置の画素構造を示す模式図である。
【図５】図４の各画素の駆動方法を示す模式図である。
【図６】実施例１の変形例（サブ画素の面積について）を示す模式図である。
【図７】実施例１の変形例（サブ画素の色について）を示す模式図である。
【図８】実施例２の液晶表示装置の画素配列を示す模式図である。
【図９】実施例２の変形例（サブ画素の色について）を示す模式図である。
【図１０】実施例２の画素配列の変形例（サブ画素の色について）を示す模式図である。
【図１１】実施例３の液晶表示装置の画素配列を示す模式図である。
【図１２】実施例３の画素配列の変形例を示す模式図である。
【図１３】実施例３の画素配列のさらなる変形例を示す模式図である。
【図１４】実施例４の液晶表示装置の画素配列を示す模式図である。
【図１５】実施例１の画素配列のさらなる変形例を示す模式図である。
【図１６】実施例２の画素配列のさらなる変形例を示す模式図である。
【図１７】実施例３の画素配列のさらなる変形例を示す模式図である。
【図１８】図１１の黄色の画素を白色の画素に入れ変えた形態を示す模式図である。
【図１９】図１９の変形例を示す模式図である。
【図２０】図１２の黄色の画素を白色の画素に入れ変えた形態を示す模式図である。
【図２１】図１３の黄色の画素を白色の画素に入れ変えた形態を示す模式図である。
【図２２】図１４の黄色の画素を白色の画素に入れ変えた形態を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　本発明の実施形態を図１～図２２に基づいて説明すれば以下のとおりである。
【００２５】
　〔実施例１〕
　図１に示すように、実施例１の液晶表示装置ＬＣＤは、液晶パネルＬＣＰと、表示制御
回路ＤＣＣと、第１および第２ソースドライバＳＤＡ・ＳＤＢと、第１～第４ゲートドラ
イバＧＤＡ・ＧＤＢ・ｇｄａ・ｇｄｂと、バックライトＢＬとを備える。液晶パネルＬＣ
Ｐは、列方向（走査方向）に伸びる複数のデータ信号線と、行方向（横方向）に伸びる複
数の走査信号線と、マトリクス状に配された複数の画素とを含み、表示部の対角は３０イ
ンチ（１インチは０．０２５４〔ｍ〕）以上、表示部の解像度が１００ｐｐｉ（１インチ
あたり１００画素、１インチ四方に１００００画素）以上の直視型である。横方向の画素
数は、高精細テレビジョン放送の規格の１９２０ピクセル（いわゆる２Ｋ）よりも多く、
例えば、ＱＦＨＤの３８４０ピクセル、ＤＣＩの４０９６ピクセルのようないわゆる４Ｋ
（４０００ピクセル）が想定される。また、パネルサイズの増大に伴って画素数も増えて
おり、スーパーハイビジョンの８Ｋ（７６８０ピクセル）なども対象となる。
【００２６】
　なお、個々のピクセルが認識困難であることを前提にすれば、本液晶表示装置の横方向
の画素数は上記の２Ｋ、４Ｋ、８Ｋなどに限定されず、例えば、画面サイズに応じて５Ｋ
、６Ｋ、７Ｋ等とすることも当然可能である。
【００２７】
　第１ソースドライバＳＤＡは、パネル上端近傍に行方向に並べられた複数のドライバチ
ップＤＴで構成され、第２ソースドライバＳＤＢは、パネル下端近傍に行方向に並べられ
た複数のドライバチップＤＴで構成されている。
【００２８】
　表示部のアスペクト比（横：縦）は、１６：９や４：３が一般的であるが、もちろんこ
れに限定されない。
【００２９】
　また、液晶モードとしては、コントラストが高く視野角特性に優れるマルチドメイン型
のＶＡ（垂直配向）モードが望ましい。赤色および青色の画素が緑色に比べると少なくま
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ばらに配置されるため、視野角の狭い液晶モードでは色ずれが生じたり、コントラストの
低い液晶では隣接する画素とのコンタミ（色が混ざることによるにごり）が生じたりし易
いからである。
【００３０】
　液晶パネルＬＣＰはいわゆる上下分割型のパネルであり、走査方向上流側の第１領域Ｒ
Ａのデータ信号線と、走査方向下流側の第２領域ＲＢのデータ信号線とが分離され、第１
領域ＲＡの走査と第２領域ＲＢの走査とが並行して行われる。なお、第１領域ＲＡの走査
は第１および第３ゲートドライバＧＤＡ・ｇｄａが行い、第２領域ＲＢの走査は第２およ
び第４ゲートドライバＧＤＢ・ｇｄｂが行う。また、第１領域ＲＡのデータ信号線の駆動
は第１ソースドライバＳＤＡが行い、第２領域ＲＢのデータ信号線の駆動は第２ソースド
ライバＳＤＢが行う。
【００３１】
　加えて、液晶パネルＬＣＰはいわゆるダブルソース型のパネルであり、例えば、第１領
域ＲＡの１つのサブ画素列（ＳＣ）に対応して２本のデータ信号線が設けられている。す
なわち、液晶表示装置ＬＣＤでは、図３に示すように、第１領域ＲＡの２本の走査信号線
と、第２領域ＲＢの２本の走査信号線とを同時に選択することができ、高速駆動時にも画
素充電率を担保することができる。
【００３２】
　図１に示すように、表示部の複数の画素は、行方向に並ぶ赤色（Ｒ）のサブ画素ＳＰＸ
および緑色（Ｇ）のサブ画素ＳＰＸで構成されたＲＧ型の画素と、行方向に並ぶ青色のサ
ブ画素および緑色のサブ画素で構成されたＢＧ型の画素とに分類され、各画素列（ＰＣ１
またはＰＣ２）では、ＲＧ型とＢＧ型とが２画素ごとに交互に配され、各画素行では、Ｒ
Ｇ型とＢＧ型とが１画素ごとに交互に配されている。さらに、隣接する２つのサブ画素列
の一方（ＳＣ）では、Ｒのサブ画素とＧのサブ画素とが２サブ画素ごとに交互に配され、
他方（ＳＣ）では、Ｂのサブ画素とＧのサブ画素とが２サブ画素ごとに交互に配されてい
る。
【００３３】
　具体的には、隣接する２つの画素列の一方（ＰＣ１）に、画素Ｐ１、画素Ｐ２、画素Ｐ
５、および画素Ｐ６がこの順に連続して並べられ、他方（ＰＣ２）に、画素Ｐ３、画素Ｐ
４、画素Ｐ７、および画素Ｐ８がこの順に連続して並べられ、画素Ｐ１および画素Ｐ３が
行方向に隣接し、画素Ｐ２および画素Ｐ４が行方向に隣接し、画素Ｐ５および画素Ｐ７が
行方向に隣接し、画素Ｐ６および画素Ｐ８が行方向に隣接し、画素Ｐ１～Ｐ８それぞれに
おいては２つのサブ画素ＳＰＸが行方向に並べられ、画素Ｐ１、画素Ｐ２、画素Ｐ７およ
び画素Ｐ８それぞれがＲＧ型であり、画素Ｐ３、画素Ｐ４、画素Ｐ５および画素Ｐ６それ
ぞれがＢＧ型である。
【００３４】
　そして、画素Ｐ１のＲのサブ画素ＳＰＸと画素Ｐ２のＲのサブ画素ＳＰＸとが列方向に
隣接し、画素Ｐ５のＢのサブ画素ＳＰＸと画素Ｐ６のＢのサブ画素ＳＰＸとが列方向に隣
接し、画素Ｐ２のＲのサブ画素ＳＰＸと画素Ｐ５画素のＢのサブ画素ＳＰＸとが互いに斜
め向かいに配されている。
【００３５】
　図４は、画素Ｐ１～Ｐ８の画素構造を示す模式図であり、例えば、画素列ＰＣ１につい
ては以下のとおりである（画素列ＰＣ１に対応するデータ信号線Ｓ１～Ｓ４はこの順に並
ぶ）。すなわち、画素Ｐ１のＲのサブ画素に対応する画素電極はトランジスタを介してデ
ータ信号線Ｓ１および走査信号線Ｇ１に接続され、画素Ｐ２のＲのサブ画素に対応する画
素電極はトランジスタを介してデータ信号線Ｓ２および走査信号線Ｇ２に接続され、画素
Ｐ５のＧのサブ画素に対応する画素電極はトランジスタを介してデータ信号線Ｓ１および
走査信号線Ｇ３に接続され、画素Ｐ６のＧのサブ画素に対応する画素電極はトランジスタ
を介してデータ信号線Ｓ２および走査信号線Ｇ４に接続されている。また、画素Ｐ１のＧ
のサブ画素に対応する画素電極はトランジスタを介してデータ信号線Ｓ４および走査信号
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線Ｇ１に接続され、画素Ｐ２のＧのサブ画素に対応する画素電極はトランジスタを介して
データ信号線Ｓ３および走査信号線Ｇ２に接続され、画素Ｐ５のＢのサブ画素に対応する
画素電極はトランジスタを介してデータ信号線Ｓ４および走査信号線Ｇ３に接続され、画
素Ｐ６のＢのサブ画素に対応する画素電極はトランジスタを介してデータ信号線Ｓ３およ
び走査信号線Ｇ４接続されている。なお、各サブ画素に対応する画素電極および共通電極
ＣＯＭ間に液晶容量が形成されている。
【００３６】
　図５は画素Ｐ１～Ｐ８の駆動方法を示す模式図であり、例えば、画素Ｐ１・Ｐ２・Ｐ５
・Ｐ６については以下のとおりである。すなわち、走査信号線Ｇ１・Ｇ２が同時選択（走
査）されると、画素Ｐ１のＲのサブ画素に対応する画素電極に、データ信号線Ｓ１からプ
ラスの信号電位が書き込まれ、画素Ｐ１のＧのサブ画素に対応する画素電極に、データ信
号線Ｓ４からマイナスの信号電位が書き込まれ、画素Ｐ２のＲのサブ画素に対応する画素
電極に、データ信号線Ｓ２からマイナスの信号電位が書き込まれ、画素Ｐ２のＧのサブ画
素に対応する画素電極に、データ信号線Ｓ３からプラスの信号電位が書き込まれる。次い
で、走査信号線Ｇ３・Ｇ４が同時選択（走査）されると、画素Ｐ５のＧのサブ画素に対応
する画素電極に、データ信号線Ｓ１からプラスの信号電位が書き込まれ、画素Ｐ５のＢの
サブ画素に対応する画素電極に、データ信号線Ｓ４からマイナスの信号電位が書き込まれ
、画素Ｐ６のＧのサブ画素に対応する画素電極に、データ信号線Ｓ２からマイナスの信号
電位が書き込まれ、画素Ｐ６のＢのサブ画素に対応する画素電極に、データ信号線Ｓ３か
らプラスの信号電位が書き込まれる。
【００３７】
　本液晶表示装置は、表示部がＲＧ型の画素とＢＧ型の画素とで構成されるが、表示部の
対角は３０インチ以上であって通常の視聴距離が１ｍ以上であることを考慮すると、表示
部の解像度が１００ｐｐｉ以上であれば、人間の視覚能力では１画素を認識する（見分け
る）ことは不可能である。そして、人間の認識能力が高いＧのサブ画素が各画素に含まれ
ることから、画質をほとんど落とさずに行方向（横方向）の画素数を（１画素を３色のサ
ブ画素で構成する場合と比して）２／３に減らす（ドライバチップＤＴの数を削減する）
ことができ、ソースドライバの実装が可能となる。これにより、対角３０インチ以上、解
像度１００ｐｐｉ以上の液晶表示装置の実現を容易にすることができる。
【００３８】
　さらに、実施例１では、各画素列においてＲＧ型とＢＧ型とが２画素ごとに交互に配さ
れ、さらに、Ｇのサブ画素が市松状（１格子は列方向に隣接する２サブピクセル分）に配
されることから、画素数以上に精細感を高めることができる。
【００３９】
　また、図５のように、２ライン同時選択（第１および第２領域の１つあたり）を行った
場合に、列方向に隣接する同色の２つのサブ画素に同時に信号電位を書き込むことができ
るため、カラークロストーク（列方向に隣接する別色のサブ画素に同時に信号電位を書き
込んだときに起こる干渉障害）を抑制することができる。
【００４０】
　なお、バックライトＢＬは、赤色のＬＥＤと、青色のＬＥＤと、緑色のＬＥＤとを含む
直下型が望ましく、各色の輝度を個別に調整するバックライト調整部を備えていることが
望ましい。
【００４１】
　また、図１のように、ＲやＢのサブ画素とＧのサブ画素とを同面積にする場合（こうす
ると、Ｇのサブ画素がより均一に配置されて画質が向上し、さらに、サブ画素まわりの各
種パラメータが均一化され、画質調整が容易になる）には、ホワイトバランスの関係から
、赤色や青色よりも画素数の多い緑色の輝度を低く設定することになる。なお、バックラ
イトによるホワイトバランスの調整は、カラーフィルターの透過率の調整や液晶モードの
透過率の調整（同一階調に異なった信号電圧を用いるような調整）あるいは色に応じた液
晶層の厚み調整よりもはるかに容易であり、量産性の観点から優れた手法といえる。
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【００４２】
　もっとも、例えば、図６に示すように、Ｇのサブ画素を、ＲやＢのサブ画素よりも小さ
くするような構成も可能である。
【００４３】
　図１の構成では、隣接する２つのサブ画素列の一方（ＳＣ）では、Ｒのサブ画素とＧの
サブ画素とが２サブ画素ごとに交互に配され、他方（ＳＣ）では、Ｂのサブ画素とＧのサ
ブ画素とが２サブ画素ごとに交互に配されているがこれに限定されない。例えば、図７に
示すように、隣接する２つのサブ画素列の一方（ＳＣ）では、Ｇのサブ画素だけが直線状
に配されるような構成も可能である。さらに図７の構成についても、図１５に示すように
、Ｇのサブ画素を、ＲやＢのサブ画素よりも小さくすることができる。
【００４４】
　〔実施例２〕
　図８は、実施例２における表示部の画素配列を示す模式図である。なお、表示部のサイ
ズや解像度は実施例１と同じである。図８に示すように、表示部の複数の画素は、行方向
に並ぶ赤色（Ｒ）のサブ画素ＳＰＸおよび緑色（Ｇ）のサブ画素ＳＰＸで構成されたＲＧ
型の画素と、行方向に並ぶ青色のサブ画素および緑色のサブ画素で構成されたＢＧ型の画
素とに分類され、各画素列（ＰＣ１またはＰＣ２）では、ＲＧ型とＢＧ型とが１画素ごと
に交互に配され、各画素行でも、ＲＧ型とＢＧ型とが１画素ごとに交互に配されている。
さらに、隣接する２つのサブ画素列の一方（ＳＣ）では、Ｒのサブ画素とＧのサブ画素と
が１サブ画素ごとに交互に配され、他方（ＳＣ）では、Ｂのサブ画素とＧのサブ画素とが
１サブ画素ごとに交互に配されている。
【００４５】
　具体的には、画素Ｐ１、画素Ｐ４、画素Ｐ５および画素Ｐ８それぞれがＲＧ型であり、
画素Ｐ２、画素Ｐ３、画素Ｐ６および画素Ｐ７それぞれがＢＧ型である。
【００４６】
　そして、画素Ｐ１のＲのサブ画素ＳＰＸと画素Ｐ２画素のＢのサブ画素ＳＰＸとが互い
に斜め向かいに配され、画素Ｐ１のＧのサブ画素ＳＰＸと画素Ｐ４画素のＧのサブ画素Ｓ
ＰＸとが互いに斜め向かいに配されている。
【００４７】
　実施例２の表示部もＲＧ型の画素とＢＧ型の画素とで構成されるが、人間の認識能力が
高いＧのサブ画素が各画素に含まれることから、画質をほとんど落とさずに行方向（横方
向）の画素数を（１画素を３色のサブ画素で構成する場合と比して）２／３に減らすこと
ができ、ソースドライバの実装が可能となる。これにより、対角３０インチ以上、解像度
１００ｐｐｉ以上の液晶表示装置の実現を容易にすることができる。
【００４８】
　さらに、実施例２では、各画素列においてＲＧ型とＢＧ型とが１画素ごとに交互に配さ
れ、さらに、Ｇのサブ画素が市松状（１格子は列方向に隣接する１サブピクセル分）に配
されることから、より精細感を高めることができる。
【００４９】
　実施例２でも、例えば、図９に示すように、Ｇのサブ画素を、ＲやＢのサブ画素よりも
小さくするような構成が可能である。
【００５０】
　また、例えば、図１０に示すように、隣接する２つのサブ画素列の一方（ＳＣ）では、
Ｇのサブ画素だけが直線状に配されるような構成も可能である。さらに図１０の構成につ
いても、図１６に示すように、Ｇのサブ画素を、ＲやＢのサブ画素よりも小さくすること
ができる。
【００５１】
　〔実施例３〕
　図１１は、実施例３における表示部の画素配列を示す模式図である。なお、表示部のサ
イズや解像度は実施例１と同じである。図１１に示すように、表示部の複数の画素は、行
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方向に並ぶ赤色（Ｒ）のサブ画素ＳＰＸおよび緑色（Ｇ）のサブ画素ＳＰＸで構成された
ＲＧ型の画素と、行方向に並ぶ青色（Ｂ）のサブ画素および黄色（Ｙ）のサブ画素で構成
されたＢＹ型（ＢＨ型）の画素とに分類され、各画素列（ＰＣ１またはＰＣ２）では、Ｒ
Ｇ型とＢＹ型とが２画素ごとに交互に配され、各画素行では、ＲＧ型とＢＹ型とが１画素
ごとに交互に配されている。さらに、隣接する２つのサブ画素列の一方（ＳＣ）では、Ｒ
のサブ画素とＹのサブ画素とが２サブ画素ごとに交互に配され、他方（ＳＣ）では、Ｂの
サブ画素とＧのサブ画素とが２サブ画素ごとに交互に配されている。
【００５２】
　具体的には、画素Ｐ１、画素Ｐ２、画素Ｐ７および画素Ｐ８それぞれがＲＧ型であり、
画素Ｐ３、画素Ｐ４、画素Ｐ５および画素Ｐ６それぞれがＢＹ型である。
【００５３】
　そして、画素Ｐ１のＲのサブ画素ＳＰＸと画素Ｐ２のＲのサブ画素ＳＰＸとが列方向に
隣接し、画素Ｐ５のＢのサブ画素ＳＰＸと画素Ｐ６のＢのサブ画素ＳＰＸとが列方向に隣
接し、画素Ｐ２のＲのサブ画素ＳＰＸと画素Ｐ５画素のＢのサブ画素ＳＰＸとが互いに斜
め向かいに配されている。
【００５４】
　実施例３の表示部は、ＲＧ型の画素とＢＹ型の画素とで構成されるが、人間の認識能力
が高いＧまたはＹのサブ画素が各画素に含まれることから、画質をほとんど落とさずに行
方向（横方向）の画素数を（１画素を３色のサブ画素で構成する場合と比して）２／３に
減らすことができ、ソースドライバの実装が可能となる。これにより、対角３０インチ以
上、解像度１００ｐｐｉ以上の液晶表示装置の実現を容易にすることができる。
【００５５】
　さらに、実施例３では、各画素列に、各画素列においてＲＧ型とＢＹ型とが２画素ごと
に交互に配され、さらに、Ｙ／Ｇのサブ画素が市松状（１格子は列方向に隣接する２サブ
ピクセル分）に配されることから、精細感を高めることができる。
【００５６】
　さらに、黄色は緑色よりも人間の認識能力が高いため、黄色のサブ画素を混ぜることで
精細感をより高めることができる。また、Ｒのサブ画素とＧのサブ画素との組み合わせで
黄色を作る場合よりも透過率が高められ、色純度も高くなるため、低消費電力にも資する
。逆からとらえると、消費電力を同じにするならばより高精細（高解像度）の液晶パネル
を用いることができる。
【００５７】
　また、実施例１のように、２ライン同時選択（第１および第２領域の１つあたり）を行
った場合に、列方向に隣接する同色の２つのサブ画素に同時に信号電位を書き込むことが
できるため、カラークロストーク（列方向に隣接する別色のサブ画素に同時に信号電位を
書き込んだときに起こる干渉障害）を抑制することができる。
【００５８】
　本液晶表示装置では、図１１のＹのサブ画素を白色（Ｗ）のサブ画素に入れ替えた構成
も可能である（図１８参照）。こうすれば、光の利用効率が高められる。図１８の構成に
ついては、図１９に示すように、Ｗのサブ画素だけを、ＧやＲやＢのサブ画素よりも小さ
くすることができる。
【００５９】
　実施例３でも、例えば、図１２に示すように、隣接する２つのサブ画素列の一方（ＳＣ
）では、ＧおよびＹのサブ画素だけが直線状に配されるような構成も可能である。図１２
の構成についても、図１７に示すように、ＧおよびＹそれぞれのサブ画素を、ＲやＢのサ
ブ画素よりも小さくすることができる。また、図１２のＹのサブ画素を白色（Ｗ）のサブ
画素に入れ替えた構成も可能である（図２０参照）。
【００６０】
　また、図１３に示すように、表示部の複数の画素は、行方向に並ぶ赤色（Ｒ）のサブ画
素ＳＰＸおよび緑色（Ｇ）のサブ画素ＳＰＸで構成されたＲＧ型の画素と、行方向に並ぶ
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赤色（Ｒ）のサブ画素ＳＰＸおよび黄色（Ｙ）のサブ画素ＳＰＸで構成されたＲＹ型の画
素と、行方向に並ぶ青色（Ｂ）のサブ画素および黄色（Ｙ）のサブ画素で構成されたＢＹ
型（ＢＨ型）の画素と、行方向に並ぶ青色（Ｂ）のサブ画素および赤色（Ｇ）のサブ画素
で構成されたＢＧ型の画素とに分類され、ＰＣ１では、ＲＧ型とＲＹ型とが１画素ごとに
交互に配され、ＰＣ２では、ＢＹ型とＢＧ型とが１画素ごとに交互に配され、隣接する２
つのサブ画素列の一方（ＳＣ）では、ＧおよびＹのサブ画素のみが直線状に配される構成
も可能である。
【００６１】
　図１３のように緑色と黄色の画素を１画素ごとに交互に並べて図５のように２ライン同
時選択を行う場合には、カラークロストークが原理的には起こりうるが発明者の解析によ
ると自然画（実際のものをカメラ撮影したもの）では緑色と黄色の成分の相関性が非常に
高いことからカラークロストークの影響は少なく、同系統の色として扱うことができる。
【００６２】
　なお、図１３のＹのサブ画素を白色（Ｗ）のサブ画素に入れ替えた構成も可能である（
図２１参照）。
【００６３】
　〔実施例４〕
　図１４は、実施例４における表示部の画素配列を示す模式図である。なお、表示部のサ
イズや解像度は実施例１と同じである。図１４に示すように、表示部の複数の画素は、行
方向に並ぶ赤色（Ｒ）のサブ画素ＳＰＸおよび緑色（Ｇ）のサブ画素ＳＰＸで構成された
ＲＧ型の画素と、行方向に並ぶ青色のサブ画素および黄色のサブ画素で構成されたＢＹ型
（ＢＨ型）の画素とに分類され、各画素列（ＰＣ１またはＰＣ２）では、ＲＧ型とＢＹ型
とが１画素ごとに交互に配され、各画素行でも、ＲＧ型とＢＹ型とが１画素ごとに交互に
配されている。さらに、隣接する２つのサブ画素列の一方（ＳＣ）では、Ｒのサブ画素と
Ｙのサブ画素とが１サブ画素ごとに交互に配され、他方（ＳＣ）では、Ｂのサブ画素とＧ
のサブ画素とが１サブ画素ごとに交互に配されている。
【００６４】
　具体的には、画素Ｐ１、画素Ｐ４、画素Ｐ５および画素Ｐ８それぞれがＲＧ型であり、
画素Ｐ２、画素Ｐ３、画素Ｐ６および画素Ｐ７それぞれがＢＹ型である。
【００６５】
　そして、画素Ｐ１のＲのサブ画素ＳＰＸと画素Ｐ２画素のＢのサブ画素ＳＰＸとが互い
に斜め向かいに配され、画素Ｐ１のＧのサブ画素ＳＰＸと画素Ｐ４画素のＧのサブ画素Ｓ
ＰＸとが互いに斜め向かいに配されている。
【００６６】
　実施例４の表示部もＲＧ型の画素とＢＹ型の画素とで構成されるが、人間の認識能力が
高いＹまたはＧのサブ画素が各画素に含まれることから、画質をほとんど落とさずに行方
向（横方向）の画素数を（１画素を３色のサブ画素で構成する場合と比して）２／３に減
らすことができ、ソースドライバの実装が可能となる。これにより、対角３０インチ以上
、解像度１００ｐｐｉ以上の液晶表示装置の実現を容易にすることができる。
【００６７】
　さらに、実施例２では、各画素列においてＲＧ型とＢＹ型とが１画素ごとに交互に配さ
れ、さらに、Ｇのサブ画素が市松状（１格子は列方向に隣接する１サブピクセル分）に配
されることから、より精細感を高めることができる。
【００６８】
　なお、図１４のＹのサブ画素を白色（Ｗ）のサブ画素に入れ替えた構成も可能である（
図２２参照）。
【００６９】
　本発明は上記の実施の形態に限定されるものではなく、上記実施の形態を技術常識に基
づいて適宜変更したものやそれらを組み合わせて得られるものも本発明の実施の形態に含
まれる。
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【産業上の利用可能性】
【００７０】
　本発明の液晶表示装置は、例えば、各種液晶ディスプレイや液晶テレビに好適である。
【符号の説明】
【００７１】
　ＬＣＤ　液晶表示装置
　ＬＣＰ　液晶パネル
　ＤＣＣ　表示制御回路
　Ｐ１～Ｐ８　ピクセル（画素）
　ＳＰＸ　サブ画素
　ＰＣ１・ＰＣ２　画素列
　ＳＣ　サブ画素列
　ＤＴ　ドライバチップ
　ＳＤＡ・ＳＤＢ　ソースドライバ
　ＧＤＡ・ＧＤＢ・ｇｄａ・ｇｄｂ　ゲートドライバ
　ＢＬ　バックライト

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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